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1 は  し 力: き

シロタローバは開花結実期が 6月 か ら10月 までの長

期にわた り,収穫時には過熟,完熟,未熟頭花および
薔などの熟度の異なる頭花 とともに生育中の茎葉も同

時に刈 り取 られる。そのうえ花梗が短 く。成熟するに

つれて倒伏するため,機械による種子の収穫が極めて

困難な作物である。収穫時期,収穫方法,収穫機械の

組合せによって最も効率的な採種方法 を確立するとと

もに,乾燥,脱穀および調襲方法についても検討が急
がれている。本報では収穫時期および開花を揃え,収
穫時の茎葉量 を少なくするための前処理について検討

を行な った。本試験の実施にご協力いただいた井上=
男,井上馨爾両技官に深謝する。

2試 験 方 法

試験材料はラジ′型の東北 3号 を昭和48年に散播 し

た集団であり,開花数はかなり少なか った。

開花 を揃え,収穫時の茎素量を少なくするために開
花始 (51年 6月 5日 )と 開花始後 10日 日(6月 15日 )
に刈 り取 りた区と無刈取 り区を設け,そ れぞれの区を
フ月16日 ,7月 2る日および 8月 6日 にモアーで収穫し,
茎葉量,頭花数, 1頭花当 り小花数ならびに採種量に
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ついて調査 した。さらに,収穫直前に枯草剤 (グラモ
キソン)の loOo倍 液をだ当り lι散布して立毛乾燥の

時間的経過,収穫時の ロスおよび種子の品質などにつ

いて検討した。

3 結果ならびに考察

採種時期についてみると,最 も採種量の多か ったの
は, 6月 5日 刈 りの 8月 6日 収穫で,以 下無刈取 りの

ア月16日 収穫, 7月 26日 収穫の順である (表 1)。 処

理別にみると採種量は,無刈取 りの場合には収獲時期
の遅 くなるにつれて低下しており,過熟頭花の倒伏逸
散が主因であるとみられる。6月 5日 刈りでは60日 後 ,

40日 後,50日後収穫の順で,40日 後 と50日 後の逆転は

収穫ロスの違い (40日 後 :220%,50日後 :511%)が

原因であるう。また, 6月 15日 刈 りについては,刈取
り後40日 ,50日 ,30日 目の収穫の順とな り,30日 日で

の収穫は時期的に早いとみ られた。気温が高くなるに

つれて開花受精後成熟 日数が短縮 されることが, 6月

15日 刈りでは40日 目収穫の種子量の多かったことと結

びついている。ちなみに,予備的に ,月 1日 に刈取 り
処理を行なった昭和50年度の試験結果によると,46日

後の 8月 15日 に収穫 した区の種子量が最高を示 した。

収穫される茎葉量は,刈取 り処理 を行なうことによ
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り有意に少なくな り,採種豊の最も多かった 6月 5日

メ1り の 8月 6日 収穫では,無刈取 りより15る も少なく,

作業能率の向上に寄与するものと認められる。

収穫された頭花数についてみると, 6月 5日 刈りは

いずれの収穫時においても無刈取 りより多く(25～55

%),6月 15日 刈りでは30日 目収穫で11¢ 弱少ないが,

40日 目収穫で57%,50日 目収穫で17%多 か った。最も

頭花数の多いのは6月 5日 刈りの60日 後収穫で,r当

り228頭花 を示 した。 しかし,いずれも収穫された頭花

の中には種 々の異なる熟度のものが含まれており,採

種量の向上を図るためには熟度の均一化の究明が重視

される。なお, 1頭花当りの平均小花数は80～ 95の範

囲であり,刈取 りの有無あるいは収穫時期による差は

みられず,小花数に対する影響は少ないものと認めら

れる。

収穫ロスは,モ アーで刈取 り集草後に残余の頭花を

手で拾い,そ の割合で示 したが,極端に低率 (ス 9%)

であった無刈取 りの 7月 16日 収穫 と,逆に高率とな っ

た 6月 5日 刈 りの フ月%日 収穫 (511の 以外の区では

大きな差はみられなかったが,全体的にかなり高い割

合 (22～ 29%)で あ った。 前 2者 の極端な割合の原因

については判然 としなかった。

種子の品質についてみると,1000粒重は刈取 り処理

区では収穫時期の遅いものほど増加し,無メ1取 りの場

合は 7月 26日 収穫が多少軽 くなっているものの,収穫

時期あるいは刈取 り処理による差は有意ではなく,ま

た,種子の発芽力についても差がなか った。

収穫直前に茎葉を乾燥させるため枯草剤を散布した

場合の茎業の変化をみると,葉が黒味を帯び,時間の

経過 とともに濃くなり,順次退色 して枯れ・ 茎や花梗

が電出して倒伏する。さらに倒伏が進み枯れた茎葉が

地面をおおい,立 っている茎葉がなくなる頃 から新葉の

生育が日立ち,早いものは 4日 後には薔もみられる。

結草剤散布による茎葉の乾燥には気象条件の影響が

大きく支配 しているが,晴天時には図 1に みられるよ

うに立毛中の水分含量は52%程 度まで低下する。この

ような状況から判断 して朝処理の場合は散布後約2日 ,

夕方処理では約 5日 後までの晴天時に収穫を行なうの

がよいと判断された。

以上のように開 花始 の刈取 り処理 ならびに収穫直

前の枯草剤処理の組合せによって効率的な収穫作業が

期待されることが判明した。また,枯草剤散布による

種子品質の低下は認められず,ラ ンナーの損傷や再生

の障害 もほとんどみられなかった。

水
分
合
量
％

30

調査時刻

調 査 日

天  候

図 1

20/Ⅶ 21/Ⅶ    22/Ⅷ    23/Ⅶ
曇  曇   曇のち雨   晴

枯草剤処理時期と水分含量の推移

4要    約

1 開花始 (6月 5日 )に 刈取 り処理を行ない,る 0

日後 (8月 6日 )に収穫 した場合の採種量が最も多か

った。

2 刈取 り処理 をす ることによって収獲される茎

葉量が少なくなり,作業効率の向上に寄与すると考え

られた。

3 収穫ロスは,収覆時期あるいは刈取 り処理の有

無による差はみられないが,各区ともかなり高かった。

4 枯草剤処理による立毛乾燥は気象条件に大きく

左右されるが,晴天時には32¢程度まで水分含量が低

下 した。

5 収穫直前に枯草剤を散布した場合は茎葉の変化

および新葉の生育状況か ら判断 して,朝 処理のときは

約 2日後,夕方処理では約 5日 後までの晴天 日に刈

取 りを行なうのがよいと判断された。

` 
メ1取 り処理 をすることによって収穫される茎

葉量が少なくなり,枯草剤処理 との組合せによって適

切な収穫作業が期待される。

7 枯草剤処理は種子品質および茎葉の再生に影響
はないと考えられた。


